
地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名：小規模多機能型居宅介護事業所ほほえみ 

サービス種類：□グループホーム ・ ■小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護 （該当に■） 

日  時： 令和 8年 8月 20日     10時 00分～11時 00分 

場  所： 小規模多機能型居宅介護事業所ほほえみ 

委  員： 9人 

利用者代表 0人 知見を有する者 1人 

利用者家族 1人 大田市職員 1人 

地域住民の代表 1人   

事業所職員 

（職名：しおさい施設長・管理者・リーダー） 
3人 

１．報告事項： 

（１）利用者の状況 

①入所者、登録者、利用者の人数 

（小規模多機能居宅介護は、通い・訪問・泊りの利用者状況を加える） 

a）登録者数及び男女比 

 6月 7月 

登録数（月末時点） 22名 24名 

男性：女性 8:14 9:15 

 

b)地域 

 6月 7月 

仁摩町 14名 15名 

温泉津 4名 5名 

大森町 2名 1名 

五十猛町 0名 0名 

水上町 1名 1名 

大田町 1名 1名 



 

c）要介護度 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 変更申請 

6 月 0 3 7 7 4 1 0 0 

7 月 0 3 9 7 4 1 0 0 

 

d）年齢構成 

 

６４歳未満 

６５歳以上 

７５歳未満 

７５歳以上 

８５歳未満 

８５歳以上 

９５歳未満 

９５歳以上 平均年齢 

6 月 0 0 7 10 5 89.1歳 

7 月 0 0 7 12 5 89.0歳 

 

（２）サービスの提供状況 

①サービスの提供回数 

a）週当たりの平均サービス提供回数 

 6月 7月 

通いのべ人数/月 

（平均） 

333人 

（11.1人/日） 

357人 

（11.5人/日） 

宿泊のべ人数/月 

（平均） 

114人 

（3.8人/日） 

123人 

（3.8人/日） 

訪問のべ回数/月 

（平均） 

297回 

（9.9人/日） 

397回 

（12.8人/回） 

のべ利用日数/月 675日 727日 

登録者一人当たり

の平均利用回数 

一人当たり 

8.0回/週 

一人当たり 

9.1回/週 

 

b）長期宿泊および過少サービスの状況 

      長期宿泊の方 1 名。週平均４回以下の過少サービス状態の方が 6 月 4

名・7 月 3 名おられました。長期宿泊、過少サービス状態の方については



各利用者の心身状況・生活状況、本人・家族の希望を報告し、委員より不

適切指摘はありませんでした。 

 

（３）しつらえ・環境作り 

①室温・換気・湿度 

エアコン設定 24℃～26℃ 

換気 適宜、窓を開放。外気温に合わせて開放量調整。 

湿度 ４０～６０％ ジアイーノ継続使用 

 

②清掃 

朝礼後 環境アルコール除菌剤でのテーブル、椅子、手すり消毒 

昼食後 

洗面台洗浄、テーブル、手すり消毒、ごみ集め、 

モップ掛け、 

掃除機、モップ掛け（週 1回） 

夕方 トイレ掃除、ごみ集め、ベッド消毒、玄関清掃 

夜勤帯 椅子消毒 

シーツ交換  各部屋週 1回交換 

座布団 

カバー交換 
週 1回交換 

浴室清掃  毎日 

  

③設備・機器の整備 

7月 6日 スイトルボディ納品 

毎日 Aisleep(宿泊室 見守りベッドセンサー)点検 

毎日 消防設備点検 

2週間 1回 サニクリーンマット交換 

4週間 1回 エアコンフィルター交換 

④利用空間の飾りつけ 

6月 1日 リビング壁画 

7月 1日 リビング壁画 

 

 



（４）地域と職員のかかわり 

①実習受入れ 

 7月 1日(水) 邇摩高校福祉系列 ディサービス実習 2名 

 7月 13日(月)14日(火) 邇摩高校福祉系列 同行訪問実習各 2名 

②民生委員・関係機関等との連携 

 利用者についての情報交換 

 

（５）利用者の生活に地域とのつながりをもつ取組 

①利用者個別の地域行事参加支援 

 

②利用者全体の外出支援・地域行事参加支援 

     地域研修会 

地域食堂「まんまんちゃん」参加利用者各 1名 

地域学習まつり きらきらステージ 利用者 3名 

 

③通院支援 

受診支援（予約表預かり、声掛け、医療機関調整） 6名 

処方薬の受領 4名 

支払い代行 1名 

薬の保管、配薬 6名 

受診前情報提供 15名  

主治医への急変者状態報告、受診手配 2回 

 

④生活インフラ活用支援 

預貯金引出 4名支援しました。 

 



④町内買い物同行 

 6名を継続支援中です。 

⑤町内支払い代行 

 法人預り金管理規程に準じて 3 名からお預りし、支払いを代行しました。 

 購入支援の主な内容は、受診代、薬代、食材購入代でした。 

⑥その他 

 6月 1日より、むつみ苑から作業療法士を週 1回（1時間）配置し、現在 4

名の利用者を対象に機能訓練を実施しています。当事業所には機能訓練指導

員の配置義務はありませんが、リハビリを希望される利用者がいることから、

個別のニーズに応じた支援として取り組んでいます。対象者は、ご本人から

希望があった方をはじめ、転倒リスクの高い方、入院後の退院により筋力低

下がみられる方などです。訓練の実施にあたっては、ご本人やご家族の意向

を確認するとともに、現場職員、ケアマネジャー、看護職員等と連携しなが

ら、必要と判断される方に対して機能訓練を提供しています。 

 

 7月から 9月までの期間限定で、独居の利用者を対象に訪問回数を増やし、

水分補給の促しと安否確認を実施しています。夏場における脱水や体調不良

の早期発見に努め、重症化の予防につなげていくことを目的としています。

先日、デイサービスの迎えのため訪問した際、玄関の鍵は開いていたものの

応答がありませんでした。自宅内を確認したところ、利用者が床に倒れてい

る状態で発見、その後、脳梗塞との診断で入院となりました。この利用者に

ついては、前日の夕方に実施した安否確認の際、耳が遠いこともあり声掛け

に応じられず、直接顔を確認することができませんでした。また、発見当日

は新聞が取り込まれていたことから、朝に新聞を取った後に倒れた可能性が

考えられます。今回の事例を通して、独居高齢者に対する定期的な安否確認

の重要性を改めて認識しました。利用者の状態変化を早期に把握し、迅速な

対応につなげるため、今後も関係機関と連携しながら見守り支援を継続して

いきます。 



（６）防災・災害対策 

   消防設備の日常点検を毎日実施し、機器の作動状況・異常の有無を確認し

ています。 

                                                                                                                                                                                        

（７）質を向上するための取組 

①研修（職場内外）の実施・参加 

 

6月 26日 事業所ミーティング 利用者に関する情報伝達・小規模計画評価 

7月 21日 事業所ミーティング 利用者に関する情報伝達・小規模計画評価 

     会議にて各利用者の支援見直しを行いました。 

 

②介護事故の発生状況 

    6月 2日 内服薬の飲み忘れ 

    ⇒主治医へ相談し、内服薬の調整を実施。 

 

    6月 17日 リビングにてバランスを崩し転倒 

    ⇒歩行時はセーフティウォーカー使用を声かけする。ソファーベッドは手す

り代わりとして使用できるよう、背もたれを起こしておく。 

 

    6月 17日 玄関スロープにて老人ごと転倒 

    ⇒公用車⇔ほほえみ間の移動は車いすを使用する。 

 

    6月 29日 居室内で座り込み 

    ⇒タブレットの新規購入を検討し、機器点検を継続して実施。 

 

    7月 1日 インシュリン注射の実施し忘れ 

    ⇒毎週水曜日の実施日にアラームを設定 

 

 



    7月 1日 トイレ内で座り込み 

    ⇒手すりの位置が視認しやすいよう、赤色のテープを貼付する。 

 

    7月 12日 誤薬 

    ⇒指差呼称の徹底を図り、朝礼時に与薬介助の注意喚起を行う。 

 

（８）人権・プライバシーの保護 

 ①身体拘束の有無 

  実施の必要性なし。 

②虐待防止活動  

なし 

③苦情相談    

なし 

２．意見・アドバイス 

       〇施設長 

        法人内で職員の新型コロナウイルス感染者が 1名確認されていますが、現在

のところ、他の感染者の発生はありません。しかし、県内では新型コロナウ

イルスの流行が続いているため、引き続き感染対策を徹底していきます。 

 

〇地域住民代表 

 訪問時に応答がない場合は、最悪の事態も想定する必要があります。そのた

め、必要に応じて民生委員等の第三者と連携し、自宅内の確認を行うことも必

要だと考えます。 

 

       〇大田市職員  

        介護の入門的研修を、10月 7日・8日・14日・15日に開催します。 

介護の基礎知識や技術を学べる研修です。身近に介護が必要な方がいる方 

や、介護に興味のある方は、ぜひご参加ください。 



 

 〇介護リーダー 

スイトルボディの使用方法について実演を行いました。スイトルボディは、災

害時や体調不良などにより通常の入浴が困難な方を対象に活用できる福祉用具で

す。災害時や自宅での入浴ができない方や、病気等により一時的に入浴が難しい

方に対して、清潔保持を目的として使用します。今回は実際に機器を用いた実演

を行い、使用方法や留意点について確認しました。 


